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第 10回クリーンセンター連絡協議会 要点録 

【日 時】令和３年２月 17日(水) 午後６時 30分～７時 30分 

【場 所】プラスチック類資源化施設 多目的室 

【出席者】 

会 長：新石自治会 

委 員：新石自治会 ２名  新井自治会 ２名  落川上自治会 ２名 

    百草園団地自治会 １名 百草園自治会 １名 

事務局：日野市 ５名（環境共生部長、クリーンセンター長、ごみゼロ推進課長、

施設課長、施設課主幹） 

国分寺市 １名（建設環境部長） 

小金井市 １名（環境部長） 

浅川清流環境組合 ４名（事務局長、事業課長、総務課長、総務課主幹） 

【傍聴者】０名 

【配付資料】 

・次第 「第 10回クリーンセンター連絡協議会 次第」 

・資料１「プラスチック類資源化施設の運転状況について」 

・資料２「可燃ごみ処理施設の運転状況について」 

・資料３「環境保全協定締結に向けて」 

・資料４「水銀測定値が公害防止基準値を一時的に超過した件について」 

・資料５「次期可燃ごみ処理施設建設に向けたスケジュールについて 

 

【次 第】 

 

１ 開会 

 

２ 議事 

 (1) 日野市 

①プラスチック類資源化施設の運転状況について 

＜説明内容＞ 

日野市から資料１に基づき説明を行った。 

 

＜質疑・応答＞ 

    特になし 

 

 (2) 浅川清流環境組合 

①可燃ごみ処理施設の運転状況について 

   ＜説明内容＞ 

浅川清流環境組合から資料２に基づき説明を行った。 

  ②環境定点測定について 



- 2 - 

 

  ＜説明内容＞ 

浅川清流環境組合から口頭にて説明を行った。 

 ③環境保全協定締結に向けて 

  ＜説明内容＞ 

浅川清流環境組合から資料３に基づき説明を行った。 

④水銀測定値が公害防止基準値を一時的に超過した件について 

   ＜説明内容＞ 

浅川清流環境組合から資料４に基づき説明を行った。 

 

＜質疑・応答＞ 

（委 員）：ごみ量は３市それぞれどのぐらいの割合になるのか。 

（組 合）：日野市 49％、国分寺市 29％、小金井市 22％ 

（委 員）：次期施設を２市にお願いするからには、ごみ量を減らさないと 

いけないと思い伺った。 

（委 員）：放射線の量は、自然界とほぼ同じ量か。 

（組 合）：ほぼ同じ量。 

（委 員）：環境保全協定の説明会の後、組合に直接意見はきているか。 

（組 合）：多少きている。件数としては、10件程度。 

（委 員）：水銀キャンペーンで持ち込みがあった血圧計は、医療系のものか。 

（日野市）：血圧計は、家庭系のもの。 

（委 員）：キャンペーンはぜひ、継続して実施していただきたい。 

（日野市）：来年度も引き続き、３市とも実施したいと考えている。 

 

３ その他 

① 次期可燃ごみ処理施設建設に向けたスケジュールについて 

   ＜説明内容＞ 

    日野市から資料５に基づき説明を行った。 

 ＜質疑・応答＞ 

（委 員）：国分寺市や小金井市では、建設場所の目途はあるのか。 

（国分寺市）：スケジュールの中で建設場所も含めて、検討していく。 

（委 員）：万が一、スケジュールどおり行かなかった場合は、どうするのか。 

   （国分寺市）：現時点では、そのようなことは、考えていなく、スケジュールに 

沿って検討していきたいと思う。 

   （委 員）：国分寺市民、小金井市民も一緒になって考えてもらいたいし、 

そういうムードづくりが大事だと思う。 

   （国分寺市）：当然、国分寺市、小金井市の市民にもお示ししていく必要が 

あると思う。 

   （委 員）：スケジュールをお示しいただいたことに関しては感謝する。今後、 

検討する過程で市民が参画するワーキンググループ会議のような 

ことをやる考えはあるのか。 
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   （国分寺市）：検討していく過程である程度の時期が来たら、市民が参加する 

形も考えられるのでは、と思う。 

   （小金井市）：以前、市民が参加しての検討の経験もあるので、市民参画は重要 

であると思うし、ある程度の時期が来たら、参加する形も取り入れたい 

と思う。 

   （日野市）：一般的には、市民参画は考えられる。 

   （委 員）：クリーンセンター連絡協議会もメンバーが変わっていくので、 

検討状況を継続して報告してほしい。 

   （国分寺市）：啓発活動も含めて、報告できることはできるだけ報告していき 

たい。 

   （小金井市）：同じく、報告していきたいし、啓発活動も進めていきたい。 

   （委 員）：菅総理が 2050年に向けた脱炭素の話をしていたが、焼却場に 

二酸化炭素の排出の検証や影響はあるのか。 

   （組 合）：国の脱炭素の影響は、今のところないと考えている。 

   （委 員）：二酸化炭素の排出といえば、パッカー車などの影響もあるのでは。 

   （小金井市）：例えば、パッカー車を２トン車から３トン車に変更し、台数 

を減らす取り組みはしている。 

   （委 員）：クリーンセンターの煙突は、いつ取り壊すのか。 

   （日野市）：未定であるが、数年先になると思われる。 

   （委 員）：耐震は大丈夫なのか。 

   （日野市）：耐震は問題ない。 

   （委 員）：早めの撤去をお願いする。 

 

４ 閉会 

以上 


